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ディジタル人間の図書館感

原野一誠

り、書庫にこもることもない。ＣＡのＣＤ－ＲＯＭ化に抵

抗していた先輩達も、収載された化合物数が1000万個

を超えたことを知ると皆納得したようである。若い人

は文献検索はコンピュータでやるものと思うようになっ

た。

コンピュータ支援による作業により膨大な時間的余

裕が生まれ、「ゆとり」として趣味などに生かされ、ひ

いては創造的思考の再生産のために活用できているは

ずであ烏。ところが、私はまったく逆の経験をしてい

る。問題が早く解決すればするほど、ますます問題が

増え余裕がなくなる。原因はいろいろ考えられるが、

周囲と調和していないことが問題のようだ。「元来、コ

ンピュータは本来人間がやれることをスピーディにや

るだけのことであり、人間の発想を変化させることは

ない」という考え方もあるが、情報化が成熟すればそ

のメリットを享受できるはずである。

ところで、開かれた大学という言葉をよく聞く｡地

方大学の発展は地域社会と歩調を合わせるべきと思う

が、民間との共同研究、卒後教育、公開講座などに精

を出しても限度がある。大学が所有している膨大な情

報、さらに教育・研究活動により創り出される情報を

電子化して公開すべきである。薬学部でシラバス、学

部案内などをホームページで、医薬品情報を図書分館

のサーバを使って発信苔せてもらっていること等はそ

の一例である。

書籍が紙を記録媒体にしているのは決して地球環境

にやさしいことではない。森林伐採、酸`性紙、焼却時

のダイオキシン発生などの問題を考えると、紙以外の

記録媒体に置き換わるのもそう遠くはないはずである。

情報を収集、分類、蓄積し、検索することはコンピュー

タが最も得意とするところであり、これに高速ネット

ワーク機能が加わり、急速に応用分野が拡がっている。

電子化により、書籍以外の画像を含めた２４時間電子

図書館が実現することが私の夢である。熊本はその規

模などから,情報ハイウェイによるマルチメディア化の

効果が期待できる格好の都市である．大学図書館はそ

の中心に位置すべきものであり、そのた鰯に総合情報

処理センターなどを含めた図書館の在り方を議論すべ

き時である。

（はらの力､ずのぶ薬学部教授薬品製造工学）

私とコンピュータの出会いは建築中の九州大学大型

計算機センターに米軍ファントム戦闘機が墜落した昭

和43年、九大薬学部助手になった年である。その後、

昭和47年に単結晶Ｘ線回折法による医薬品分子の構造

解析を始めたのがきっかけで計算機センターに通うよ

うになってから、コンピュータとの対話は25年を超え

た。

当時、数週間かかっていた反射測定やカード入力方

式による数値計算も最近はワークステーションやパー

ソナルコンピュータで数日で終了し、大型の汎用計算

機にお世話になることはほとんどない。並列計算機や

ベクトルプロセッサを利用する場合も学内ＬＡＮのおか

げで計算機センターへ出向く必要もなくなった。複雑

な図版を含む論文作成や推敲もワープロ機能で解決、

紙に原稿を書くことも英文タイプライターを利用する

こともない。さらに、ＣＤ－ＲＯＭ版の辞書集、百科事典、

地図などをＣＤチェンジャーに入れて使用するようになっ

てから、これらの書籍を手にすることもなくなった。

郵便を利用するのは年賀状だけ、ほとんど電子メール

で済むようになった。英国化学会などは、レフェリー

の意見も電子メールで飛び込んでくる始末である。自

宅と大学のネットワークがPPP接続できるようになっ

てからは、ほとんどの仕事が自宅の書斎から対応でき

るようになった。

このような背景を持つディジタル人間の私が薬学部

図書分館のお世話をすることになり１年が経った。一

昔前までは図書館の情報化は貸出業務、カード検索に

代わる手段と考えられていたが、最近では文献の２次

情報どころか１次情報もディジタル情報として提供さ

れる時代となった。出版社のほとんどが活字から電子

製版へ移行したわけだから、紙に印刷するのは余分な

こと、いつでもできることであり、図書の電子化は当

然の成りゆきといえる。なかでも、電子化の恩恵を受

けている分野に化学情報がある。ケネディの情報公開

法によりロッキード社から独立したダイアローグ社が

ChemicalAbstractsにＡ）情報のオンラインサービ

スを始めるまでは、化合物の合成法や性状を調べるた

めには図書館にこもり、膨大なＣＡ誌を頼りに、オリジ

ナル文献を探すことが日常的であった。最近、熊大で

もＣＤ－ＲＯＭや商用ネットワークが利用できるように薮

し
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